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はじめに
中国古典の詩歌において、開花を表す動詞は「開」あるいは「発」である。一方、日本語においては、 「開花」という言
葉があるにも関わらず、花は「咲く」という。この「咲」という文字は「笑」の異体字なのだが、 「笑」には「咲く」の意味は無い。ではなぜ日本語で、花は「咲く」というのか。
日本の上代歌謡が中国 古典籍から語彙や表現を多く摂取したこと、特にほぼ同時代である中国初唐の影響を強く受けて
いることは、すでに柿村重松・小島憲之が論じている
（1
（
。花鳥風月という日本独特の風物感覚が、初唐四傑の盧照隣・駱賓王
といった詩人の歌った七言歌行における花鳥の擬人化を模したも であろう 指摘もそこにはある。
一方、中国文学史において、初唐という時期は、七言歌行という濃厚な抒情性をもった独特の歌行が爆発的な流行を見た
時期であるが、近体詩を中心に論じられる現在の中国文学史の中では、初唐期は等閑視されている。
しかし、初唐の歌行体の流行は、日本では反対に中国詩歌の正統として、大き 影響力 持 。花が「咲く」というの
は、この初唐の歌行体における花鳥の擬人化を吸収した日本の詩歌の詩語 て、ほんらい花が「笑う」という表現だった
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のではないだろうか。以下、その可能性を探ってみたい。
１、上代詩歌における花鳥の擬人化
中国文化から大きな影響を受けた詩集として『懐風藻』がある。七五一年に淡海三船らによって編集された日本最古の漢
詩集である。この『懐風藻』の中から、 「開花」および「花が笑う」関連の表現を探してみると、凡そ十例を拾うことができる。以下に紹介しよう。
まず、?????????は次のように歌う。
桑門寡言晤
　　
桑門
　
言晤すること寡く
策杖事迎逢
　　
策杖して迎逢を事とす
以此芳春節
　　
此の芳春の節を以て
忽値竹林風
　　
忽として竹林 風に値う
求友鶯嫣樹
　　
友を求めて鶯は樹に嫣
わら
い
含香花笑叢
　　
香を含みて花は叢に笑う
雖喜遨遊志
　　
遨遊の志を喜ぶ 雖も
還媿乏雕蟲
　　
還りて雕蟲に乏しきを媿ず
仏門の身であるが故に世話ばなしを楽しむこともなく、杖をつきつつ季節の訪いを迎えることで暮らしている。この芳
嫣
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しき春の時節に、ふっと竹林から吹き寄せる風を感じる。友を求めて鶯は樹木の間で微笑み、香りを含んで花は
叢くさむら
で
笑う。春の遊びの楽しさを喜びつつも、それを詩に歌う技巧の拙なさに愧じいるばかり。
タイトルの「花鶯を
翫もてあそ
ぶ
（翫花鶯（
」は、花と鶯をテーマに集団で歌いあうことを言う。六朝末の梁の沈約に「翫庭柳」 、
隋王衡に「翫雪」とある「翫」を承け、中国中世のサロン的詩の応酬を倣うものであり、下に見る葛野王にも同様の「翫鶯梅」の題があることから推して、近江朝の宮廷、あるいは貴族のサロンでの春の詩会における詩であ ことが推測される。
語彙について見ると、 「言晤」は向かい合い親しくおしゃべりすること。 『詩経』に見える
（ 『毛詩』陳風「東門之池」に
「可與晤言」と（
。 「策杖」は杖をつくこと。この語は「杖策」の語順で『文選』所収の六朝詩歌に多く見られる。ほんらい
は「策」は「つえ」 、 「杖」は 持つ」の意なので、 「杖策」の語順がふさわしい。また、うしろに見 「遨遊」の語と合わせて、ここで 謝霊運 山水詩を背景として踏まえていると考えられることから、謝霊運詩の「晨に策つきて
（ 「登石門最
高頂」 『文選』巻二十二（
」 、 「策を停めて
（ 「於南山往北山経湖中瞻眺」
『文選』巻二十二（
」を承けて、浮世を離れた山中の暮らし
を表現するものであろう。 「遨遊」は謝霊運「酬従弟恵連詩」
（ 『文選』巻二十五（
に見える「暮春未だ交わらざると雖も、仲
春も善く遊遨すべし
（暮春雖未交、仲春善遊遨（
」を典故とする。一年でもっとも心地よい時節の山野の遊びを言う。これら
は『文選』あるいは 詩経 という、中国におけ 詩文の正統 意識した語彙である。
この詩の語彙は、中国における詩文の正統を承けると同時に、ある特殊な時期の措辞からも典故を取 。 「忽として値う
（忽値（
」は、梁の呉均の「戦場南」に「忽として胡関の静かなるに値う
（忽値胡関静（
」を承けるとすれば、六朝末の歌謡の
措辞である。また「還りて雕蟲に乏 きを媿ず」は明らかに駱賓王「初秋登司馬楼宴賦得同字」詩の「顧みて鳥を夢みるにあらずして、
濫みだ
りに
此ここ
に雕虫に
廁まじ
るを慙ず
（
顧慙非夢鳥、濫此廁
雕虫（
」に基づくであろう。 「雕虫」は揚雄『法言』の「童
子の雕虫篆刻」つまり細かな装飾をいう。駱賓王の詩 、宴席における自己 才能の謙遜を、鳥虫 語の典故を踏まえて表
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現するものであるが、本詩は末句において駱賓王の句をそのまま応用する。これらの典故、すなわち沈約・呉均・駱賓王からの典故は、みな六朝末から初唐にかけてという暫定的な時代 詩風を代表する詩人たちの語彙・語法に基づくものだといえる。
問題の表現は頸聯の二句である。詩のテーマである鶯と花とが対になって歌われる中で、まず鶯が友を求めるかのように
樹木の中で笑いさざめく様を「
嫣わら
う」と表現する。 『文選』巻十九に載せる宋玉「登徒子好色賦」に「嫣然として一たび笑
う
（嫣然一笑（
」とあり、それは女性の媚を含んだ艶やかな笑みを表現する。対する花の描写で「笑」の語が登場するが、
この「笑」は「嫣」と対になっていることから分かるように、女性の笑みをいう言葉である。 「嫣」と「笑」 対で構成される頸聯の対句 、木々か 聞こえ 鶯 声 草むらに香る花を描写する中で、花と鳥とを擬人化して歌うものなのである。
次に、??
?????
??????????一首を見てみよう。
聊乘休假景
　　
聊いささ
か休假の景に乘じ
入苑望靑陽
　　
苑に入りて靑陽を望む
素梅開素靨
　　
素梅は素靨を開き
嬌鶯弄嬌声
　　
嬌鶯は嬌声を弄ぶ
對此開懷抱
　　
此に對して懷抱 開き
優足暢愁情
　　
優足して愁情を暢
の
ぶ
不知老將至
　　
老の將に至らんとするを知らず
但事酌春觴
　　
但だ春觴を酌むを事
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休日の日差しにゆっくりとくつろいで、庭園に足を踏み入れて春の光景を眺める。真っ白な梅は白いえくぼを開き、艶めく鶯は艶めか い鳴き声を弄する。この光景に向き合えば胸のうちは自由に放たれ、愁いの情ものびやかになる。人はいずれ老いるという事実を今は思うまい。ただひたすらに春の盃を酌み交わすのみ。
初句の「聊乘休假景」は、盧照隣「山林休日田家」に「帰休乗暇日」とあるのを承ける。頷聯に見える梅と鶯の対は、六朝末の陳の江総「梅花落」に「梅花密処蔵嬌鶯」とあるのを出典とし、また「素梅・素靨」 「嬌鶯・嬌声」と同じ形容詩を繰り返す歌謡的詠み振りは、梁元帝「折楊柳」に「
巫山
巫峡長、
垂柳復
垂楊」と詠う例がある。 「対此」の語、及び梅を愛で
る中で春宴 楽しみを尽くす という末句の結びは、唐太宗「除夜」に「梅散入風香、対此歓終宴」とあるのを意識するであろう。
盧照隣は初唐の詩人であり、前出の駱賓王と共に初唐四傑と呼ばれ、特に日本の上代歌謡に大きな影響を与えた。また唐
の太宗を中心とした宮廷詩人たちの詩が『懐風藻』の詩人に強く影響したこと ついては後に述べる。
この詩では、六朝末から初唐にかけての中国の歌謡の語彙・語法を襲いつつ 真っ白な梅の開花と鶯の春めく鳴き声を擬
人的に歌う。花鳥を対に て擬人化する点は上に見た智蔵の詩と共通するが、ここでは梅の開花 「開 いう動詞で表現される。
????????????
?????
???????????一首には次のように詠う。
臥病已白髮
　　
臥病して已に白髮たりて
意謂入黃塵
　　
意は黃塵に入らんと謂いしに
不期逐恩詔
　　
期せず
　
恩詔を逐
お
いて
乘休假景」は、盧照隣「山林休日田家」に「帰休
乗暇日」とあるのを承ける。頷聯に見える梅と鶯の対は、六朝
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從駕上林春
　　
上林の春に從駕せんとは
松巖鳴泉落
　　
松巖に鳴泉は落ち
竹浦笑花新
　　
竹浦に笑花は新たなり
臣是先進輩
　　
臣は是れ先進の輩
濫陪後車賓
　　
濫みだ
りに後車の賓に陪せり
病に臥せてすっかり白髪になり、もう黄泉の国に行くものと思っていたところに、思いもかけずお召があり、禁苑の春の御幸 従駕することとなった。松の生える巌に瀧水は音を立てて落ち、竹の繁る浦には花が新鮮な笑みを浮かべる。私はただの年寄りに過ぎないのに、いたずらに天子様の後ろから陪走する栄誉を
忝
かたじけな
くしている。
タイトルに「従駕、応詔」とあることから、 「上林苑」すなわち天子の猟苑への御幸に従駕して、天子の命に応えて作った詩であることが分かる。我が身を病気で老人だと謙遜しつつ、後車に陪する栄誉を詠う中で、 「花」と「笑う」の表現が出てくる。ここでは、松と竹という目出度い植物の生える巌と浦に 「鳴泉」すなわち瀧が落ち花が笑う。これらは実景というよりは、天子の春宴・春猟を祝祭的に詠うものである。
以下、紙面の関係上、詩の全容を示すことが出来ないが、 『懐風藻』に見える花鳥の対および擬人化表現を拾うと次のよ
うなものがある。
????????
????????????
????????????一首には、
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水淸瑤池深
　　
水は淸く瑤池は深く
花開禁苑新
　　
花は開き禁苑は新たなり
戲鳥隨波散
　　
戲鳥は波に隨いて散じ
仙舟逐石巡
　　
仙舟は石を逐いて巡る
とあり、天子の宮苑での春の宴を詠う中で、花と鳥の対が見られる。ここでは、花が「開く」といい、擬人化表現ではない。
????????
??????????
??
???????一首は、長
ながやのおう
屋王宅での新春を歌う中で、
送雪梅花笑
　　
雪を送りて梅花は笑い
含霞竹葉淸
　　
霞を含みて竹葉は淸し
とあり、ここでは梅の花が微笑む
?????????
??????????
?????????????????もまた、長屋王宅での宴席の歌である。その序文に、
……歌臺落塵、郢曲與巴音雜響。笑林開靨、珠輝共霞影相依。…………歌臺塵を して、郢曲は巴音と響を雜う。笑林靨を開きて、珠輝は霞影と相い依る。……
笑林開靨、珠輝共霞影相依。……
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とある。新羅の客を招いての皇族の宴であるが故に、この序文は技巧を凝らした長文になっている。 『論語』 ・ 『毛詩』を始め『楚辞』 ・ 『文選』 、更には初唐詩文の語彙をちりばめた四六調の序文の中に、やはり祝祭的風物の描写として、花の咲く林を「笑う林が靨
えくぼ
を開く」と表現する。
?????????
???????????
??????????????????もまた、長屋王の宅での春宴の詩である。宅の庭園の初春の
風物を描いて次のように詠う
芳梅含雪散
　　
芳れる梅は雪を含みて散り
　
嫩柳帶風斜
　　
嫩やわ
らなる柳は風を帶びて斜なり
庭燠將滋草
　　
庭は
燠あたたか
くして將に滋
しげ
らんとするの草
林寒未笑花
　　
林は寒くして未だ笑わざるの花
雪の重みで散る梅、風を帯びてかしぐ若柳、暖かい庭 草は今にも芽吹きそうな に、寒さの残 林にはまだ花の笑みは見えない。ここ は、 「花」が「笑」うことが、ほぼ「咲く」と同義に使われている。
⑧同じく?
???????????
?????????一首は、七夕の宴席での詩だと推測される。その中に、
笑臉飛花映
　　
笑う臉は飛花と映
は
え
愁心燭處煎
　　
愁う心は燭處に煎らる
映
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とある。詩全体が六朝末から唐初の七夕の宴での王侯貴族の措辞を襲って歌われる
（王勃「贈李十四」に「飛花満四隣」 、ま
た梁武帝「七夕」に「蘭膏依暁煎」また「昔時悲難越、今傷河易旋」と（
中で、織姫の微笑と愁いとが舞い踊る花・煮えたぎる
膏との対比で詠われる。この「笑臉飛花映」の句を、一つ前に引いた「林寒未笑花」と並べてみると、 「笑う」という動詞が、花 女性 の双方に対して、同様の重さで使用されている事が分かる。「花」が「笑う」という措辞を考える上で最も注目されるのが次に挙げる
?????????????
???????????
???
???
??????????一首で
庭梅已含笑
　　
庭の梅は已に笑を含むも
門柳未成眉
　　
門の柳は未だ眉を成さず
この詩もまた長屋王の宅での春の宴席での作であり、末句に「徳に飽く
（飽徳良為酔（
」の語があるように、王の恩徳に浴
する喜びを詠う祝頌歌である。祝祭的雰囲気 中 、春 光と風を愛でつつ、梅と柳の対が登場する。この対は、 含笑」「成眉」とあるように、女性の媚態になぞらえつつ、梅の花が開き、柳の葉が湾曲することを表現する。ここでの「笑」は、花が咲く とと微笑むことの両方の義を持つものである。
最後の例は、??????????????
??????????
????????????????一首の序文に見える。
……宇宙荒茫、煙霞蕩而滿目。園池照灼、桃李笑而成蹊。……
桃李笑而成蹊。……
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……宇宙の荒茫たる、煙霞は蕩として目に滿つ。園池の照灼たる、桃李は笑いて蹊を成す。……
「僕は聖代の狂生のみ」で始まるこの序文は、中国六朝の詩文・故事、特に竹林の七賢と山水詩人謝霊運の山水跋渉を下敷きにして、暮春の良き時節に林園に置酒する遊興を述べる。治世の
言ことほ
祝
ぎと山林への志向を調和的に述べた後、 「果てし無
く広がる天地いっぱいに、春霞が立ちこめ、日差しに輝く庭園の池辺に、桃李が笑うように花咲き、その下には小道ができる」と、招かれた主人の庭園の の光景を描く。「桃李成蹊」はもちろん『史記』李将軍伝賛に「桃李もの言わざれど、下自ら蹊を成す
（桃李不言、下自成蹊（
」を承ける
が、ここでは桃の開花と微笑をだぶらせて「笑」の一字を用いる。前に見た大津連首の詩と同じく、ここでも「笑」は、「花が笑う」と「花が開く」という二重の義を持つ。『懐風藻』の詩篇は王族の開く宴席での作が多く、個人の抒情というよりは、宴席の主人を褒めたり太平の世を頌歌したりするものが多い。したがってそ 際の風物の描写は純粋な自然描写ではなく、宴席の主催者に対する賛美や称揚といった歌い手の意図を「興」的に表現したも となっ る。 「興」とは、 『毛詩』 「大序」 言う詩 六義 一つであり 言祝ぎのなかに収斂される自然描写とでもいうべきも である。中国では建安から六朝期の公讌詩 、この祝祭的自然描写が多出する。『懐風藻』の詩篇には、正にその六朝から唐初にかけての中国の詩歌の影響を受けながら、花と鳥、あるいは花と竹
（柳（
などが一対となって歌われ 例が多い。また花、特に梅 花が寒さ 中に咲く様を「笑う」と擬人化する例が顕著である。このように見てくると、 「花が笑う」という表現は 花が咲くことを擬人化した表現であることは明白であ 。一方で「開花」という表現が同時に使われる例もあ ことから推すに、開花を殊更に「花笑う」という場合は、春の祝宴の言祝ぎを祝
桃李は笑いて蹊を成す。……
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祭的・抒情的に表現しつつ、更に背後に女性の笑みそのものを暗喩する独自の表現であることが分かる。
２、初唐詩歌に見える花鳥の擬人化
上記引用からも分かる通り、 『懐風藻』の詩は中国古典からの語彙及び措辞の模倣が顕著である。しかも注目すべきは、
『文選』や李善注という規範的文献からの引用のほかに、隋から初唐にかけての歌行体
（楽府や歌行（
が、語彙や発想に於
いて大きな影響を与えている点である。そして今回問題にしている花鳥 擬人化について言えば、それは所謂詩歌の正統としての『文選』の語彙ではなく、初唐期の詩歌に見られる独特の語彙と発想である。
中国古典詩の流れは、 『詩経』にはじまり『毛詩』 「大序」を規範として展開する。一方、メロディーを中心に据えた歌謡
の流れは、漢代楽府から六朝の歌謡を経て唐初に大きな流行を見 。宮体詩と呼ばれる六朝末 艶冶な歌謡は 初唐 歌行体に繋がっていく。男女の情愛や離別の悲しみ等を 性豊かに歌い上げる長編歌行は、初唐の四傑、特に盧照隣・駱賓王がその代表であり また初唐 宮廷文壇 も、その影響が濃厚 見られる。初唐期には、詩と歌の双方 わたって、抒情的風物描写が顕著になっていくのである。
そこで、次に初唐の詩歌の中に見える花鳥の擬人化の例を挙げてみよう。
①
　
駱賓王「送吳七遊蜀
（2
（
」
桃花嘶別路
　　
桃花は別路に嘶
な
き
竹葉瀉離樽
　　
竹葉を離樽に瀉
そそ
ぐ
嘶
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駱賓王には送別の詩が多いが、これも「呉七」なる人物を蜀に送る詩であり、 「桃の花は別れの小道ですすり泣き、竹の葉の酒を別れの樽にそそぐ」と詠う。背景の季節は夏が終わり秋が深ま ころ
（ 「夏老いて蘭猶お茂り、秋深まりて柳尚お繁し」
の句あり（
である。竹の葉が酒の名であることを考えると、分かれ道ですすり泣くのは女性なのかもしれない。しかし表現
上では「桃の花が泣く」と言うことで、別離の情を表現する。これは花の擬人化である。同じく②駱賓王 蕩子從軍賦
（3
（
」は、胡兵との戦いに出兵した男の帰りを待つ空閨の女の立場から、留守居の辛さを物語的に
詠うものである。中段 一連に、
征夫行樂踐榆溪
　　
征夫は行樂して榆溪を踐み
倡婦銜怨坐空閨
　　
倡婦は怨みを銜
ふく
んで空閨に坐す
蘼蕪舊曲終難贈
　　
蘼蕪の舊曲
 終に贈るに難く
芍藥新詩豈易題
　　
芍藥の新詩
 豈に題し易からん
池前怯對鴛鴦伴
　　
池前にては鴛鴦の伴に對するに怯え
庭際羞看桃李蹊
（4
（
　　
庭際にては桃李の蹊を看るを羞ず
花有情而獨笑
　　　
花は情有り 獨り笑い
鳥無事而恆啼
　　
鳥は事無事くし 恆に啼く
とある。 「蘼蕪舊曲」 「芍藥新詩」 「鴛鴦」等々男女 情愛を象徴する表現を連ねた後に登場するこの対句は、笑う花と啼く鳥とが、 「怨みを銜んで空閨に坐る倡婦」の心の代弁者として詠われている。
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興味深いのは、清の陳熙晋『駱臨海集箋注』がこの詩の注に以下のように述べていることである。
蕭大園竹花賦「花繞樹而競笑、鳥徧野而倶鳴」 。庾信小園賦「鳥何事而逐酒、魚何情而聴琴」 。
?????
外篇雑説、
「???????????????????????????」 。蕭大園の「竹花賦」に「花は樹を繞りて うを競い、鳥は野に徧くして倶に鳴く」と。庾信の「小園賦」に「鳥
 何事
かありて酒を逐い、魚
 何の情ありて琴を聴く」と。劉知機の史通外篇雑説に、 「
?
俗
???
???????????
?
????????????????????????????????。 」と。
ここではまず、花が笑い鳥が鳴く、あるいは鳥と魚が宴席で酒や琴を楽しむ、という表現が隋初の賦
（蕭大園「竹花賦」 ・庾
信「小園賦」 （
に見えることを言い、更に劉知機の批判の語を載せる。劉知機は、花が開くのを「笑う」と言い、鳥が鳴く
のを「啼く」という表現を、 「今
俗
の文士」の文飾として批判する。これは史家の立場からの文飾の徒に対する批判である
が、しかしこの指摘 反対に、 「笑う」 「啼く」と う表現が花鳥の擬人化であること そして史家の眼には不自然に映ったことをはっきりと示して る。
初唐期の花鳥の擬人化表現には更に以下のようなものがある。
③
　
唐太宗「月晦
（5
（
」
晦魄移中律、凝暄起麗城。罩雲朝蓋上、穿露曉珠呈。笑樹花分色、啼枝鳥合声。披襟歡眺望、極目暢春情。
笑樹花分色、啼枝鳥合声。披襟歡眺望、極目暢春情。
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④
　
袁恕己「詠屏風
（6
（
」
綺閣雲霞滿、芳林草樹新。鳥驚疑欲曙、花笑不闗春。山對彈琴客、谿留垂釣人。請看車馬客、行處有風塵。
⑤
　
袁暉「二月閨情
（7
（
」
二月韶光好、春風香氣多。園中花巧笑、林裏鳥能歌。有恨離琴瑟、無情著綺羅。更聽春燕語、妾亦不如他。
これらの詩歌のうち、特に③以降は、中国詩歌の歴史の中ではそれほど重視されていない作品群である。また②は「賦」形式ではあるが、当時流行した歌行体と同様の非正統派の所謂「はやり歌」の類である。つまり、花鳥の擬人化表現は、詩の正統とは別の流れである歌謡や歌行体の中に見られるも であったのだ。
これらの詩歌に見られる花鳥の擬人化の例を更にさかのぼると、六朝の楽府の中にそれを見出すことができる。それは、
『楽府詩集』巻四十九
　
清商曲辞に見える沈攸「西烏夜飛」である。
日從東方出、團團雞子黃。夫歸恩情重、憐歡故在傍。暫請半日給、徙倚娘店前。目作宴瑱飽、腹作宛惱饑。我昨憶歡時、攬刀持自刺。自刺分應死、刀作離樓僻。陽春二三月、諸花盡芳盛。持底喚歡來、花笑鶯歌詠。感郞崎嶇情、不復自顧慮。臂繩雙入結、遂成同心去。
「西烏夜飛」は、 『古今楽録』に拠れば宋の元徽五年、荊州の刺史であった沈攸が、挙兵して敗れ都を思って歌ったものであ
鳥驚疑欲曙、花笑不
闗
春。山對彈琴客、谿留垂釣人。請看車馬客、行處有風塵。
園中花巧笑、林裏鳥能歌。有恨離琴瑟、無情著綺羅。更聽春燕語、妾亦不如他。
花笑鶯歌詠。
花は「咲く」のか「笑う」のか
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るとする。この歌は死別せんとする夫婦の情愛を歌うものであり、かつての夫婦の交歓を、春の盛りの光景の中に、ほほ笑む花と歌う鶯を通して描く。
六朝の楽府、特に清商曲辞には男女の情愛を細やかな抒情の中に描くものが多く、またそのモチーフは漢代の古楽府を襲
う。おそらく花 鳥と 、男女の情感に結びつけつつ抒 的に描くのは、漢代の古楽府にその原型があるも と思われる。
以上を要するに、初唐における花鳥の擬人化表現は、古楽府に見られるモチーフを受け継いだ六朝 楽府にその原初的表
現が見られ、女性の艶情や男女の情愛を詳細に描く六朝末の宮体詩の影響を受けつつ、初唐期の抒情的長編歌行の中に吸収され、初唐の四傑が多くの流行歌を作ったほか、太宗を中心とした文人グループ 中 盛んに歌われたのだと考えられるだ。『懐風藻』に見られる花鳥の擬人化表現は、直接的にはこの太宗を中心とした文人グループの詩歌の影響を受けたものだと思われるのである 、そ を証明するのが次に挙げる『翰林学士集』である。
３、 『翰林学士集』に見える花鳥表現
『翰林学士集』は、唐太宗とその側近の詩を集めた作品集であり 中国では現存せず日本にのみ残っている孤本であ
る
（（
（
。
タイトルの上げ方が、詩の体
（四言・五言
（、作詩の場
（宴席・賦得・同賦等
（、身分、作者という順番に並べてあることを始
めとして、そ 体裁や語彙が『懐風藻』に大きく影響している点については、すでに柿村 指摘があ
（（
（
。
以下に引くのは、 『懐風藻』の詩篇に直接の影響を与えたであろうと推察される花鳥の対および花鳥の擬人化の例である。
１、四言
　
曲池酺飲座銘
　
並同作七首
　　
沛公
　
鄭元璹
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……酒隨歡至
　　
酒
 歡に隨いて至り
花逐風來
　　
花
 風を逐いて來る
鶴歸波動
　　
鶴
 歸りて波は動き
魚躍萍開
　　
魚
 躍りて萍は開く
……
２、
　
同
　　
燕王友
　
張後胤
酺燕梁園
　　
梁園に酺燕すれば
鶯多谷響
　　
鶯
 多く谷に響く
樹密花繁
　　
樹は密にして花は繁く
波流東逝
　　
波は流れて東に逝く
……
３、
　
五言
　
延慶殿集同賦花間鳥
　　　
太宗皇帝
露園芳蘂散
　　
露園に芳蘂散じ
風樹□鶯新
　　
風樹に□鶯新たなり
啼笑非憂樂
　　
啼き笑うは憂樂に非ず
嬌莊復對人
　　
嬌莊して復た人に對す
花は「咲く」のか「笑う」のか
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色映枝中錦
　　
色は枝中の錦を映し
歌飛葉裏塵
　　
歌は葉裏の塵を飛ばす
　　
所嗟非久質
　　
嗟く所 久質に非ず
共視歇餘春
　　
共に視て餘春を歇
つく
さん
４、五言
　
侍宴延慶殿賦得花間鳥一首
　
応詔
　　
中書侍郎
　
臣
　
許敬宗上
落花飛禁御
　　
落花
 禁御に飛び
時鳥哢芳晨
　　
時鳥
 芳晨に哢る
飃香入綺殿
　　
飃香は綺殿に入り
流響度天津
　　
流響は天津に度る
千笑千嬌功
　　
千笑すれば千嬌の功みに
　
一囀一驚新
　　
一たび囀れば一たび新を驚く
方知物華處
　　
方に知る物華の處
偏在上林春
　　
偏く上林の春に在るを
『翰林学士集』は、全体として南朝風の五言古詩が中心であり、また宴席
（酺燕・曲水・七夕等（
での応詔詩がそのほとんど
である。更に特定の対象物
（寒蝉、弓張り月、花と鳥、魚と鶴（
を読み込む手法は、祝賀的雰囲気に包まれた自然描写、つま
り上に述べた興の手法である。
ここに挙げた花や鳥をはじめとする自然の風物も、太宗の御世の太平を言祝ぐ祝賀的気分を導くものとして描かれてい
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る。花や鳥が楽しげに笑い歌うことが王朝讃歌の一つの表現としてパターン化しているのだ。そして語彙、詩想においてこれらは上に引いた『懐風藻』からの引用詩と酷似する。だとすれば、上に見た『懐風藻』における花鳥の擬人化表現は、これら初唐の措辞を直接承けるものだと言って間違いないであろう。
これら日本の上代の漢詩にみられる漢語表現としての花鳥の擬人化、就中「花笑う」という表現は、ではうたの世界にど
のような影響を与えたのであろうか。次に『万葉集』を見てみたい
４、万葉集における﹁咲﹂
筆者は日本の上代歌謡については専門的知識を有しない。以下に挙げるのは極めて表層的な事例の紹介であるが、 「咲」
および「花が咲く」という事例を概観す と、次のよ なものが目にとまる
（ 『万葉集』は岩波書店「新日本古典文学大系」に
より、また読みは全てひらがなに改めた（
。
巻二
　　　　　
弓削皇子思二紀皇女一御歌四首
　
　　
一二〇
　
吾妹児尓
　
恋乍不有者
　
秋芽之
　
咲而散去流
　
花尓有猨尾
　　
わぎもこに
　
こひつつあらずは
　
あきはぎの
　
さきてちりぬるはなにあらましを
巻三
　　　　　
大宰少弐小野老朝臣歌一首
　　　
　　
三二八
　
青丹吉
　
寧楽乃京師者
　
咲花乃
　
薫如
　
今盛有
　　
あをによし
　
ならのみやこは
　
さくはなの
　
にほふがごこく
　
いまさかりなり
　　 　
薨之時歌六首
　　　　　　　　　
　　
四五五
　
如是耳
　
有家類物乎
　
芽子花
　
咲而有哉跡
　
問之君波母
花は「咲く」のか「笑う」のか
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かくのみに
　
ありけるものを
　
はぎのはな
　
さきてありやと
　
とひしきみはも
　　　　
又家持作歌一首并短歌
　　　　
　　
 四六六
　
吾屋前尓
　
花曽咲有
　
其乎見杼
　
情毛不行
　
愛八師
　
妹之有世婆
　
水鴨成
　
二人双居
　
手折而毛
　
令見麻思
物乎
　
打蝉乃
　
借有身在者
　
霑霜乃
　
消去之如久
　
足日木乃
　
山道乎指而
　
入日成
　
隠去可婆
　
曽許念尓
　
胸己所痛
言毛不得
　
名付毛不知
　
跡無
　
世間尓有者
　
将為須弁毛奈思
　
　　　　
わがやどに
　
はなぞさきたる
　　
そをみれど
　
こころもゆかず
　　
はしきやし
　
いもがありせば
　　
みかもなす
　
ふたりならびゐ
　　
たをりても
　
みせましものを
　　
うつせみの
　
かれるみにあれば
　　
つゆしもの
　
けぬるがごとく
　　
あしひきの
　
やまぢをさして
　　
いりひなす
　
かくりにしかば
　　
そこおもふに
　
むねこそいたき
　　
いひもえず
　
なづけもしらず
　　
あともなき
　
よのなかにあれば
　　
せむすべ なし
　　
四六九
　
妹之見師
　
屋前尓花咲
　
時者経去
　
吾泣涙
　　
未干尓
　　
いもがみし
　
やどにはなさき
　
ときはへぬ
　
わがなくなみだ
　
いまだひなくに
巻四
　　　　　　
天皇思酒人女王御製歌一首
　　
六二四
　
道相而
　
咲之柄尓
　
零雪乃
　
消者消香二
　
恋云吾妹
　　
みちにあひて
　
ゑまししからに
　
ふるゆきの
　
けなばけぬがに
　
こふといふわぎも
　　 　
大伴坂上郎女歌七首
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六八八
　　　
青山乎
　
横
雲之
　
灼然
　
吾共咲為而
　
人二所知名
　　
あをやまを
　
よこぎるくもの
　
いちしろく
　
われとゑまして
　
ひとにしらゆな
　　 　
大伴宿祢家持贈娘子歌七首
　
　　
七一八
　
不念尓
　
妹之咲儛乎
　
夢見而
　
心中二
　
燎管曽呼留
　　
おもはぬに
　
いもがゑまひを
　
いめにみて
　
こころのうちに
　
もえつつぞをる
『万葉集』に見られる「咲」字は百十二例。最も多いのは「花咲く」 「咲く花」という用例である。また花の種類についていえば梅花が最多であり、そのほか萩の花、おみなえし、山吹、なでしこ、ねぶ、橘の順に少なくなる。梅花についていえば、それを女性の暗喩として詠んでいるものが多例ある。 「梅花いまだ咲かず」あるいは「花咲き難き梅を植える」など、梅の花の開花と との逢瀬を重ねて歌っている。成熟していない若 梅は き難く、若梅を眺めて人を思う。また梅が咲くことと、想い人が通ってくることが通じ合う歌 ある。また梅の開花と女性の笑みとを重ねたものも多い。
梅花以外の花が咲く際は、ほとんどが恋とは離れて純粋に花が咲くことを歌っていることは、反対に梅花の例が古い習俗
と中国的モチーフを承けるものであるこ 示唆する。
一方、大
おおきみ
王の頌
ことほぎ
言として「花が咲く」とうたう用例も多く、大王の芳野の宮が「花咲き露立つ」というのは完全に「興」
の手法であろう。
もう一つのパターンとして、 は毎年変わらずに咲く 、人 歳とともに変化すると歌うものがある。 れ 初唐に大流
行した七言歌行の代表作、劉希夷「代白頭吟」に「年年歳歳
 花は相い似たるに、歳歳年年
 人は同じからず
（年年歳歳花相
似、歳歳年年人不同（
」と謡うのを直接に承けたものと考えてよいであろう。
このように見てくると、上代においては漢詩のみならず「うた」の世界にも、中国の、それも初唐の詩歌 影響が濃厚で
花は「咲く」のか「笑う」のか
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あることが分かる。
５、漢語と和語の交通
（上代歌謡と初唐）
このような漢語語彙表現の和語への定着については、どのように考えればよいのであろうか。小島憲之は「近江朝前夜の文学
　
その２
（（1
（
」において次のように述べる。
○同一事物の上代語を文字によって示す場合に、上代人の文字表記は『万葉集』の表記の如く恣意性が著しく、相互の文字表記・文字表現の差に関して、それほど問題 すべきことはない。しかしその文字 を漢語の観点に立って眺めるとき、時にそれが和語
（和製漢語（
なのか漢語なのかなど、その語の性格について一顧を要する。
○六朝詩、更には初唐詩の将来を得た近江・天武飛鳥朝の文学、その詩には、一部においては、
早くも初唐詩語的
（そ
の一面は六朝語彙的でもある
（
なるものの投影を見る。しかもその詩の表現が歌の表現へと流れて行き、そこに両者の
交流を知る。その歌の中には、 を無視しては論じられない部分をも含む。そこ 近江朝前後をめぐる文学 大きな特色を認むべきである。
『万葉集』における文字表記は確定的なものではなく、漢語表現に漢字そのものの「義」を当てはめることはできない、と小島は言う。つまり漢字の表記には揺れが存在するのだ。だとすれば、 「咲」の文字は「笑う」と「咲く」のどちらとも読める可能性がある。
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また、初唐期の語彙を吸収した近江・天武飛鳥になると、漢詩の語彙と和歌の語彙とが交通しているものが見られるとい
う指摘も重要である。
これらの事項については、小島以前に、既に柿村重松に指摘がある。以下、柿村『上代日本漢文学史』より、項目別に関
連する言及を引用してみたい
柿村はまず上代を二期 分ける。そして上代後期
（推古天皇～桓武天皇
（、さらにその後半期
（天智天皇以後
（
になると、
仏教の隆盛とともに、帰化人を通じた大陸文化の受容から、隋唐と直接に交渉する時期となり、これより漢文文化が本格的に始まる。それは律令の統制、学校制度
（管理制度
（
の整備、そして文運の隆昌という形で現れる、と上代の全体像を提示
する。以下に引用するのは、後期の、更に後半期についての叙述である。○隋唐との交流
過渡時代
（推古～桓武
（
に於ける漢文は右の如く多少の発展は之を認むることを得と雖も未だ以て純然たる文芸を作す
には至らざりき。後期の後期たる所以の面目は実に天智天皇の御宇以後にあり。是の時に至りて前期の三韓を経由せし文学は直支那よ 輸入せらるることとなりき。帰化外人の手にありし文事は漸く我が大和民族の手に帰することとなりき。固より是の時期にありても帰化外人が文学 発展に多大 貢献をな たることは事実なれども、其の主力は終に復た帰化外人の中には存せざりき。而もそは一般民衆 間にありしにもあらず、全く廟堂の上にありて、そこより民間に向かいて多少の流通影響を及ぼししなり。かくて漢 は爾来久しく社会の表面に於て其の華飾として勢力を持続することとなりぬ。……これを要するに此の時期は文学が帰化外人 手より邦 帰し 初唐 文芸に模倣せる詩賦以下あらゆる文章が作成せら 、兼ねて仏教に関する信仰文学も大いに起こ しと共に、又国史和歌 如き 国固有の文物を漢字もて忠実に写出 んとする努力も起こ 来 、茲に漢字活用 最も汎 最も盛んなる時代を現出せしなり。
花は「咲く」のか「笑う」のか
— 53 —
ここには、日本が本格的に漢文文化を展開しはじめた時、まずそれは初唐の文芸からの影響が大きかった、という指摘がある。また同時にこの時に、国史和歌にも漢字による表記が行われたことにも注目しなければならない。
天平七年真備等と共に帰来せし唐人袁晋卿は文選及び爾雅の音に通ぜしを以て大学の音博士に用いられぬ。文選以外にありては写書雑用帳に離騒の著録あり。写章疏目録には太宗文皇帝冊巻、群英集廿一巻、許敬宗集十巻、庾信集廿巻等の記載あり。
ここでは、将来された書物としては、まず『文選』があり、更 「離騒」があった、という。 して「太宗 皇帝冊巻、群英集廿一巻、許敬宗集十巻、庾信集廿巻」つまり、六朝末の庾信の 集と、唐太宗の時代の 太宗側近グループと関連する文集も挙げる。
このうち、太宗以下の文人は、初唐においては時代の中心的存在であったが、文学史の中ではほとんど取り上げられるこ
とのない、言い換えれば詩歌の芸術性に於いてはそれほど価値を持たなかった文人だと言っても良い
（庾信は例外
（。それ
は上に引いた『翰林学士集』と同様である。○遊宴と漢詩
朝廷遊宴を行い給いしことは往古よりして已に之 。必ずしも支那 模倣せしに らず。然れども遊宴に文人を召して詩文を作らしめられしは隋唐の風に倣い なり。支那に於て天子遊宴に文人をして詩文を作らしめしは亦前代よりして已に之れあり。必ずしも隋唐に始まりしにあらず。然れども唐の太宗の如き、四方 禍乱を戡定して、天下清平朝野歓娯、乃ち屡屡群臣を会し、酺を賜い詩を賦 、以て擁和 化を文飾しき。而して是れ即ち我が朝廷の規模とせしもの
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にあらずや。我が朝遊宴に文人をして詩文を作らしめしは、全く遣隋遣唐の使節学生が伝えし当時の支那の風習に模せしものなること蓋し疑いを容れず。
天子の遊宴は古くからあったが、遊宴に詩を作るのは隋唐を倣ったものだとする。初唐の太宗の遊宴には、応詔の形で多く五言八句 形式の詩が作 れ、その中から近体詩が発展していくことになる。太宗とその側近たち 詩歌の唱和は、作品としては文学性に欠けるけれども、近体詩の確立を準備したという意味では極めて重要である。そしてこ 天子 遊宴と その際の詩の唱和という初唐の風が、日本の初期の詩歌作成に大きな影響 与える。 『懐風藻』所収の詩は、正月や七夕や曲水宴など、天子や王族 宴席で、複数の文人が韻を分けたり文字を「得」たりして詠むものが多い
ということは、 『懐風藻』に見える花鳥の擬人化は、唐太宗の遊宴での詩を集めた『翰林学士集』などから直接の影響を
受けていると言って間違いない。そしてその太宗を中心とする文人グループを包んでいた初唐の詩歌の流行は、駱賓王・盧照隣を代表とする楽府や長編歌行が中心であったこと 考えると、 『懐風藻』に見える花鳥の擬人化表現は、初唐に流行したそれの日本的展開だとも言えるであろう。○なぜ初唐詩だったのか
然るに奈良時代に及んでは、是等格律に関する規制も次第に輸入せ れて、漸く純乎支那詩文ら きものが制作せらるることになりぬ。而してそは其の形式体制 於いて大体初唐を規模と 顕著なり。奈良時代は支那に於いては正に盛唐に当たり、我が国派遣の使節学生も親しく王維李白の徒と応酬せしこともあり ほどなれば、未だ直ち 其の詩風を領悟して之を本朝に流伝せしむるに至らず、其の我に流伝せしめしものは、当時已に一般に流布せる前代作家の詩文にして、例えば初唐四傑殊に王勃、又 太宗皇帝の集鈔の類を我に伝播し、我が国にては之を当時の正調雅制とし
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て、一に是れを之模倣せしなるが如し。今奈良時代の詩文が大体に於いて其の形式を初唐に模倣せしものなることを左に論証するところあらんとす。
柿村はここで、奈良時代の文苑に影響を与えたのが、中国盛唐の詩風ではなく、初唐の、特に「四傑
（特に王勃
（・太宗」
らであった とを 儷文における句末文字の平仄、序文における四傑の模倣、詩句における類語表現などを例示しつつ論証する。
次に、上代歌人の歌と詩の関係について、柿村は以下のように述べる。
○和歌と漢詩
歴史に於いても文芸に於いても其の中心を作すものは和歌なり。和歌は我が固有文芸の最も純粋なるものなり。されど和歌に於いても亦支那の文学に対抗せし迹と、之に対抗せんがために其の特長を略取同化して己を長養せし痕とは十分に之れを認め得べし。我が古歌は記紀に収められ 伝説の中心 なせるものと、万葉集に蒐集せられたるものとを以て主とすべし。記紀の歌謡は伝誦 際又は筆録の時 多少の変改転訛は行われしなるべけれども、概 国民情緒 純粋を伝えて、未だ多く外国思想の影響を受くるに至らず。然るに
万葉集録する所のものは、支那文学興起の時代に作ら
れ、加うるに其の作者 は、支那文学に嗜好を有し詩歌兼通の才人も少なからず。万葉集 作者に て懐風藻其の他に詩文を遺せるものは、文武天皇を始め奉り、川島大津の両皇子、山前境部長屋の諸王、大神高市麻呂、藤原不比等、同房前、同宇合、安部首名 同広庭、大伴旅人、同家持、山田三方…… 上憶良、淡海三船の十数人あ 程なれば 其支那文学ことに漢詩の影響を受けしこと尠少ならざる 見る。
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詩歌蒹通の才人としてここに挙げられた文人たちは、本論の最初に挙げた『懐風藻』の詩人と共通する。彼らは漢詩と和歌の双方の世界に、中国の詩の影響を深く受けてい のだ。
特にその題材として好まれた梅花について柿村は以下のように続ける。
作歌の題類が抒情より詠物へと拡張せられしに随いて、詩文に慣用せられし材料は亦和歌にも諷詠せらるるに至りき。其の特に著しきは
 　　
な
り。梅花は後人気節の象徴とすれど、此の花元来江南の物にして、
六朝詞人は早春の美を艶
称するにあらずんば、或は佳人を聯想し或は閨情を寓興せり。されば我が詩人も亦夙に柳と共に早春の景物として之れを愛翫せしが、万葉歌人にも多く誦 せらるるに至り、旅人宅宴の三十二首其の追和十余首の外、春の雑歌相聞に梅花を詠材とせるも 少からず。其の之れを ずるや、或は柳と共 其の風趣を賞で、或は之 を折り挿して春を楽しむを言い、然らざれば託して以て綢繆の情を舒ぶ。
『万葉集』の歌人は中国文化に通じた詩歌兼通の才人であったため、その歌は漢詩
（中国古典詩
（
の影響を強く受けた、と
いう。 「梅花」を佳人や閨情と絡めて歌うのは、六朝的な表現だという指摘もある。
このような状況を考える時、花が咲くことを「笑う」と表す日本語の措辞が、本来は開花の擬人化表現だったのではない
かと考えることは可能であろう。それが和語の語彙としていつ頃、そして如何に定着したのかについては別途考察を要するが、上に見た多くの例は、日本独自の歌謡の展開 中で、 「花笑う」という表現がパターンとして定着し いたことを十分に物語るものだと言えるからだ。
ここまで述べた花鳥 擬人化表現の流れを図によって示す 以下の通りである。
梅花
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	 『懐風藻』
６、中国文学史における初唐の意義
（花鳥の擬人化を通して）
初唐という時代について従来の中国文学史は、盛唐における近体詩の確立を準備した過渡的意義を認めつつも、詩の成熟
や歌行体の持った意味についてはほぼ評価を与えない。また、この時期に流行した長編歌行についても、卑俗な俗謡、あるいは六朝的彫琢の継承としか見做さないのが一般的である 唯一 民国初 の聞一多は、中国詩歌史の中で初唐という時代と四傑の役割について詳細な論考を残すが
（（
（
、今日の中国文学史研究においてそれが十分生かされているとは言い難い。初唐
という時代 持った意義、すなわち歌行体の流行、その中での花鳥の擬人化を始めとする抒情表現が成熟したことの重要性については、近体詩確立の経緯の中からも改め 評価し直されるべきだと考える。
また、四傑を始めとする初唐の詩人と初唐の詩歌が、盛唐の杜甫の詩歌に大きな影響を与えたことについてもあまり認識
されていない現状がある。
杜甫は初唐の四傑に格別の評価を与える
（（1
（
。通俗的であるという当時の批判を排して、長江のように滔々と流れる普遍性を
持つ、と評価する。恐らくそれは初唐四傑 持った表現の開拓
（歌行体の新しい展開、市井の情の反映、濃厚な抒情性
（
と、
楽府の流れを引く「うた」の系統の重視を取り込んだ、新しい「抒情詩」へ 志向とが、杜甫 意図する「詩」 大きな影響を与えたからではなかっ か。
以下に挙げるのは、杜甫詩において花鳥の擬人化が受け継がれ、更に新し 展開を見せている作品である。
（漢（古楽府
（六朝（
 
楽府
 
（
六朝末
（
 
宮体詩
（
初唐
（
 
長編歌行
 
（
唐
（
太宗宮廷詩人『翰林学士集』
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杜甫「舎弟觀赴藍田取妻子到江陵喜寄三首」其二
馬度秦山雪正深
　　　
馬秦山を度れば
　
雪正に深し
北來肌骨苦寒侵
　　
北來すれば肌骨
　
寒さの侵すを苦しまん
他鄕就我生春色
　　
他鄕我に就きては
　
春色生じ
故國移居見客心
　　
故國居を移せば
　
客心を見る
歡劇提携如意舞
　　
歡劇して
　
提携す如意の舞
喜多行坐白頭吟
　　
喜多くして
　
行坐す白頭吟
巡簷索共梅花笑
　　
簷を巡りて索め 梅花と共に笑へば
冷蘂疏枝半不禁
　　
冷蘂
　
疏枝
　
半ば禁ぜず
弟の訪れを待ち望みながら再会の日を想像しつつ、 「軒先に咲く梅の花を見つけて共に笑おうとすると、枝に疎らなその冷たい花びらもまた笑みを抑えきれないかのようにほころぶ」と歌う。 の咲く様を「笑う」と表現する部分が隋の煬帝の「幸江都」を承けるものであることは
（（₃
（
、杜甫が六朝末から初唐にかけて流行した歌行体を栄養源としていたことを端的に
物語る。
しかも杜甫のこの七絶においては、煬帝の歌行の艶麗とは異なる新しい抒情性が獲得されている。それは、自然物を歌い
ながら、その対象物の中に詩人の喜怒哀楽が十分に吸収されている点である。単純な叙景とも単純な擬人化とも次元の異なる、抒情と叙景とが融合した新しい抒情性といってよいも がここにはある。
この新しい抒情性を最高に具現化したものが、杜甫の代表作「春望」である。
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杜甫
　　
春望
國破山河在
　　
國破れて山河在り
城春草木深
　　
城春にして草木深し
感時花濺淚
　　
時に感じて
　
花は淚を濺ぎ
恨別鳥驚心
　　
別れを恨みて
　
鳥は心を驚かす
烽火連三月
　　
烽火三月に連なり
家書抵萬金
　　
家書萬金に抵たる
白頭掻更短
　　
白頭掻けば更 短かく
渾欲不勝簪
　　
渾て簪に勝えざらんと欲す
このような流れの中で見た時に、ここに歌われる鳥と花とが、初唐期における花鳥の擬人化の影響を受けるものであることは容易に想像がつく。従来の訓読でこ を「花にも涙を濺ぎ」 「鳥にも心を驚かす」と訓ずるのは杜甫の詩における詩的表現を無みするものだと言わざるを得ない。花鳥の擬人化は杜甫に受け継がれたことによって、詩的表現として成熟の極みに達したのである。
おわりに
日本上代の詩歌が中国詩歌の影響を受けて発展したことは誰もが認める事実であろう。しかしその中で、どのような書物
がどのレベルで詩歌に影響を与えたのかについては、明らかで 部分も多い。 『文選』は文の規範として そらく絶大な
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影響力を持ったであろう。しかし『文選』以外にも文人の文集や小規模な作品集、あるいは類書なども、直接に影響力を持った。日本漢詩の独自性については、中国における詩の正統とは別の視点から、特にそれぞれの時代の漢籍受容の実態からも明らかにされなければならないであろう。
本論では、花鳥の擬人化表現を通して、日本の上代歌謡が中国の初唐の詩歌から直接的な影響を受けたこと、日本語で花
が「咲く」というのは、 来は花が笑うと う擬人化表現であった可能性について述べた。【注】（
1（
柿村重松『上代日本漢文学史』
（日本書院発行
　
昭和二十二年（
、 小島憲之『万葉以前
─
上代びとの表現
』（岩波書店
　
一九八六年（
。
（
2（
駱賓王「送呉七遊蜀」 「日觀分齊壤、星橋接蜀門。桃花嘶別路、竹葉瀉離樽。夏老蘭猶茂、秋深柳尚繁。霧銷山望迥、風高野聽喧。勞歌
徒欲奏、贈別竟無言。唯有當秋月，空照野人園。 」
（
3（『全唐文』巻一九七。
（
4（「桃李」は前章で引いた『懐風藻』の詩にも見られるが、ここでは「桃李蹊」と「鴛鴦伴」とが対になっていることから、あるいはこの語もまた男女間の艶情を言う常套句であった可能性がある。
（
5（『全唐詩』巻一。
（
6（『全唐詩』卷九九。
（
7（『全唐詩』卷百十一。
（
（
『翰林学士集』および引用の詩については、村田正博・栗城順子編『翰林学士集・新撰類林抄』
（和泉書院
　
一九九二年
（・ 『翰林学士
集注釈』
（大東文化大学東洋研究所編
　
同発行
　
二〇〇六年（
に拠る。
（
（
注
（１（
引用柿村著書。
（
10（
注
（１（
引用小島著書。
（
11（
聞一多「四傑」
（ 『聞一多全集』巻三
（、また牧角悦子「初唐における詩人意識の形成
─
聞一多「四傑」を中心として
─
」（日本聞一
多学会報『神話と詩』第八号
　
二〇〇九年（
参照。
（
12（
杜甫「戯為六絶句」に「楊王盧駱當時體、輕薄為文哂未休、爾曹身與名俱滅、不廢江河萬古流」と
（
13（
煬帝「幸江都」に「鳥声争勧酒、梅花笑殺人」と。
花は「咲く」のか「笑う」のか
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